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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　所定条件の成立にもとづいて可変表示期間を短縮した短縮可変表示を実行可能な可変表
示実行手段と、
　可変表示に関する情報を、保留記憶として記憶可能な保留記憶手段と、
　前記有利状態に制御されるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段の判定にもとづいて、当該判定手段の判定対象となった保留記憶にもとづ
く可変表示を行うよりも前に予告演出を実行する予告演出実行手段とを備え、
　前記予告演出実行手段は、
　前記有利状態以外の状態である場合に、可変表示の実行中であるか否かに応じて異なる
割合により前記予告演出を実行し、
　さらに、可変表示の実行中であるときには当該可変表示が前記短縮可変表示であるか否
かに応じて異なる割合により前記予告演出を実行し、
　複数種類の態様により前記予告演出を実行可能であるとともに、
　複数のタイミングにおいて前記予告演出の態様を変化可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（手段１）本発明による遊技機は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態（例
えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、所定条件の成立（例えば、通常大
当り、確変大当り、突然確変大当りの発生）にもとづいて可変表示期間を短縮した短縮可
変表示を実行可能な可変表示実行手段（例えば、図６に示す非リーチＰＡ１－２の短縮変
動の変動パターンに従って、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ
３０３，３０４，Ｓ３２を実行する部分。演出制御用マイクロコンピュータ１００におけ
るステップＳ８０１～Ｓ８０３を実行する部分。）と、可変表示に関する情報（例えば、
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ランダムＲ（大当り判定用乱数）や、大当り種別判定用乱数（ランダム１）、変動パター
ン種別判定用乱数（ランダム２）および変動パターン判定用乱数（ランダム３））を、保
留記憶として記憶可能な保留記憶手段（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保留記憶バ
ッファ）と、有利状態に制御されるか否かを判定する判定手段（例えば、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０におけるステップＳ１２１７Ａ，Ｓ１２１７Ｂを実行する部分）
と、判定手段の判定にもとづいて、当該判定手段の判定対象となった保留記憶にもとづく
可変表示を行うよりも前に予告演出（例えば、保留予告演出）を実行する予告演出実行手
段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８００Ａを実行
する部分）とを備え、予告演出実行手段は、有利状態以外の状態である場合に、可変表示
の実行中であるか否かに応じて異なる割合により予告演出を実行し（例えば、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ６００２でＮのときにはステップＳ６００４
で保留予告決定テーブル１を選択可能であり、ステップＳ６００２でＹのときにはステッ
プＳ６００８、Ｓ６００９で保留予告決定テーブル２，３を選択可能であり、図３８に示
すように、保留予告決定テーブル１と保留予告決定テーブル２，３とで保留予告演出あり
の判定値の割り振りが異なっている）、さらに、可変表示の実行中であるときには当該可
変表示が短縮可変表示であるか否かに応じて異なる割合により予告演出を実行し（例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ６００５でＹのときにはステッ
プＳ６００８で保留予告決定テーブル２を選択可能であり、ステップＳ６００５でＮのと
きにはステップＳ６００９で保留予告決定テーブル３を選択可能であり、図３８に示すよ
うに、保留予告決定テーブル２と保留予告決定テーブル３とで保留予告演出ありの判定値
に割り振りが異なっている）、複数種類の態様により予告演出を実行可能であるとともに
、複数のタイミングにおいて予告演出の態様を変化可能であることを特徴とする。そのよ
うな構成によれば、予告演出が実行されるときに実行中の可変表示に対しても遊技者に興
味をもたせることができ、予告演出を用いた遊技の興趣を向上させることができる。
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